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９ 税の控除・減免等 
 
１ 所得税・市道民税の障害者控除 
  本人、同一生計配偶者、扶養親族が、障害者や特別障害者である場合、所得金額から控除を受ける

ことができます。 
【問合先】 所得税・・帯広税務署 ～ 西５条南８丁目（☎２４－２１６１） 

       市道民税・・（市）市民税課市民税係 ～ 市役所２階（☎６５－４１２０) 
 
２ 自動車税（種別割・環境性能割）、軽自動車税（環境性能割）の減免 
  精神等に障害のある方のために使用する自動車で、一定の要件に当てはまるものは、申請により、

自動車税（種別割・環境性能割）、軽自動車税（環境性能割）の減免を受けることができます。 
【問合先】 北海道札幌道税事務所自動車税部 
         ～ 〒001-8588 札幌市北区北22条西2丁目 ☎０１１－７４６－１１９４ 
      十勝総合振興局納税課収納管理係 ～ 東３条南３丁目 （☎２６－９０３８） 

 
３ 軽自動車税（種別割）の免除 

障害者又は障害者と生計を同一にする方が所有する軽自動車について、軽自動車税（種別割）が

免除となる場合があります。 
 【問合先】 （市）市民税課税務係 ～ 市役所２階   (☎６５－４１１９)  

申請期限は５月末日までとなります。手帳の交付日が４月２日以降の場合は翌年度からの免除とな

ります。 
 

４ 相続税の障害者控除・障害者に対する贈与税の非課税 

 (1)相続税の障害者控除 

   法定相続人である障害者が相続や遺贈によって財産を取得した場合、85歳になるまでの年数１

年につき10万円（特別障害の方は20万円）が相続税額から控除されます。 

 (2)障害者に対する贈与税の非課税 

   障害者の生活費などに充てるために、一定の信託契約に基づいて障害者を受益者とする財産の

信託があったときは、その信託受益権の価額のうち3,000万円（特別障害者は6,000万円）までは

贈与税がかかりません。 

   この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に「障害者非課税信託申告書」を、信

託会社（銀行）を通して税務署に提出する必要があります。 

【問合先】 帯広税務署 ～ 西５条南８丁目 （☎２４－２１６１）  
 

５ 預貯金等の利子の非課税 

  障害者の預貯金の利子について、非課税となる場合があります。 

【問合先】 各金融機関 （銀行、信金、郵便局など）  

 

６ ＮＨＫ放送受信料の免除（半額免除・全額免除） 

 1.対象者 

半額 

免除 

手帳をお持ちで、障害等級が重度（１級）の方が、世帯主で 

受信契約者の場合 

全額 

免除 

手帳をお持ちの方がいる世帯で、かつ、世帯構成員全員が 

市民税非課税の場合 

2.手 続 方 法 
（市）障害福祉課で証明を受け、ＮＨＫへ提出してください。 

半額免除の場合は、オンライン申請が可能です。 

3.必 要 な も の  ①手帳 ②印鑑 

証明書交付場所 （市）障害福祉課 ～ 市役所１階 （☎６５－４１４７） 

問 合 先 
ＮＨＫ帯広放送局 ～ 西５条南７丁目２－２  

（☎９１－９９９９・受付時間：平日１０時～１７時） 


